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博報堂生活総合研究所 調査 

エコ行動に関する調査エコ行動に関する調査エコ行動に関する調査エコ行動に関する調査        
首都圏に住む生活者が実行しているエコ行動 

「ごみの分別：96.3％」、「ペットボトルのリサイクル：78.7％」    
 

 

 博報堂生活総合研究所では、８月２６日～９月４日の間行われる、国連主催の世界環境サミット

「ヨハネスブルグ2002」に向け、生活者のエコライフ度がどれくらい進んできているのかについて

の調査を実施し、その速報値をまとめましたのでご報告申し上げます。 

 

 今回の調査では、首都圏に住む生活者が身近にできる３０項目の「エコ行動」についての浸透状

況、および、２１世紀のエネルギーとして期待されているクリーンエネルギーへの関心について聞

きました。  

 これによると、身近にできるエコ行動として最も浸透しているのが「ゴミの分別：96.3％」で、

「ペットボトルのリサイクル」も約８割の78.7％の人が実行していました。いっぽうで、「現在は

やっていないが、今後はやりたいエコ行動」として、上位に上がったのが「環境問題への取り組み

が進んでいる企業の商品を買う：65.1％」や「クリーンエネルギーを積極的に導入する」（58.1％）。

「クリーンエネルギーへの関心」は、特に10-20代の若い人からの関心が高いのが特徴的でした。  

 また、これに関連し、太陽光発電、バイオマス発電、風力発電、燃料電池、原子力発電といった

代表的な代替エネルギーについての関心を聞いてみたところ、最も関心の高いのが「太陽光発電」

でした。また、「バイオマス発電」は女性の関心の高さが目立つのに対して、「燃料電池」は男性に

強く支持されているのが特徴的でした。      

   

 以下、調査の速報値と分析をご紹介いたしておりますので、ご参考下さい。 

 
    調査対象 ： HILL NETモニター 375名（１8-76歳 男女：首都圏） 
    調査方法 ：郵送調査 
    調査時期 ：2002年7月 
 

 
＜本件に関するお問い合わせ＞ 
 

 博報堂  広報室    宮川･寺島  tel 03-5446-6161 
fax  03-5446-6166 

 博報堂生活総合研究所    和波・関沢 tel 03-3233-6450 

★本資料は 東京商工会議所記者クラブ、環境省記者クラブ、環境記者会に配布しております。 



 

 

＜調査速報＞ 
 

■すでにやっているエコ行動■すでにやっているエコ行動■すでにやっているエコ行動■すでにやっているエコ行動    トップは「ごみの分別」でトップは「ごみの分別」でトップは「ごみの分別」でトップは「ごみの分別」で96.396.396.396.3％が実行％が実行％が実行％が実行    

 

 身近にできるエコ行動として、「ゴミの分別」は96.3％とかなり高いレベルで浸透しており、「ペ

ットボトルのリサイクル」も約８割の78.7％の人が実行していました。 また、生活の中で最も資

源の無駄遣いとして気になる紙についても、「自宅で紙の再利用をする」（64.3％）「買い物をする

ときの包装紙は最小限にする」（60.3％）など、高い数値となっています。
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ビンや缶のゴミは分別して出している

ペットボトルはリサイクルで出している

エアコンを使わない、又は温度設定を弱めにする

自宅で紙の再利用を心がける

買い物をするときの包装紙は最小限にする

風呂の残り湯を洗濯に使いまわす

職場でゴミの分別をする

車に乗らず公共交通機関などに切りかえる

使い捨てではなく長く使えるものを選ぶ

家族が同じ部屋で団欒し冷房などの節約をする

職場で必要のない照明を消すようにする

待機電源をオフにする

本やＣＤは捨てずにリサイクルにする

今の商品を修繕して使う

職場で紙を無駄にしないよう工夫する

洗剤などは環境に負担の少ないものを使う

リサイクル商品を使う

スーパーでは自分の買い物袋を持参する

自宅でのティッシュは最小限にする

夏の無駄な冷房は省く

電機製品をリサイクルに出す

近所の清掃活動に参加する

子供に環境教育を行っている

環境問題への取り組みが進んでいる企業の商品を買う

普通自動車から軽自動車に乗り変える

会社の環境対策に対して影響力を行使する

クリーンエネルギーを積極的に導入する

環境関係のＮＰＯの支援を行う

ハイブリット型の車に変える

環境関係のＮＰＯで働く

もうやっている やってみたい やろうと思わない やっても無駄 無回答

環境に対する行動



 

 

■■■■    今はやっていないが、今後やってみたい行動今はやっていないが、今後やってみたい行動今はやっていないが、今後やってみたい行動今はやっていないが、今後やってみたい行動        
    トップは「環境問題への取り組みが進んでいる企業の商品を買う」トップは「環境問題への取り組みが進んでいる企業の商品を買う」トップは「環境問題への取り組みが進んでいる企業の商品を買う」トップは「環境問題への取り組みが進んでいる企業の商品を買う」    

 

 今後の生活者の動きの予兆として「今はやっていないが、今後やってみたい行動」を見ると、「環

境問題への取り組みが進んでいる企業の商品を買う：65.1％」「クリーンエネルギーを積極的に

導入する：58.1％」「電機製品をリサイクルに出す：53.1％」「環境関係のＮＰＯの支援を行う：

50.1％」が上位に上がりました。「環境問題への取り組みが進んでいる企業の商品を買う」とい

う項目がトップに挙がっていることは、今後、企業のブランディングにとって「環境」が、ます

ます大きな要素となってくることを示しているといえます。また、今後は「環境ＮＰＯへの支援

を行いたい」とする人も約５割の50.1％もおり、今後、生活者がより積極的に環境問題に取り組

んでいく姿が想像されます。  

環境に対する行動：今はやってないが、今後やって見たい行動
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今の商品を修繕して使う

子供に環境教育を行っている

待機電源をオフにする

自宅でのティッシュは最小限にする

会社の環境対策に対して影響力を行使する

環境関係のＮＰＯで働く

家族が同じ部屋で団欒し冷房などの節約をする

買い物をするときの包装紙は最小限にする

夏の無駄な冷房は省く

職場で紙を無駄にしないよう工夫する

風呂の残り湯を洗濯に使いまわす

自宅で紙の再利用を心がける

車に乗らず公共交通機関などに切りかえる

エアコンを使わない、又は温度設定を弱めにする

ペットボトルはリサイクルで出している

職場で必要のない照明を消すようにする

普通自動車から軽自動車に乗り変える

職場でゴミの分別をする

ビンや缶のゴミは分別して出している



 

 

■クリーンエネルギーを生活のなかに取りこみたいか■クリーンエネルギーを生活のなかに取りこみたいか■クリーンエネルギーを生活のなかに取りこみたいか■クリーンエネルギーを生活のなかに取りこみたいか    
 

 前ページの環境に関する行動のうちクリーンエネルギーの部分をもう少し詳しくみてみると、約

６割にあたる58.1％の人がクリーンエネルギーを自ら導入してみたいと答えていますが、年齢別に

みると１０-２０代の若者層での関心が高くなっています。新しいエネルギーを生活者レベルで引

っ張っていくのは若い層なのかもしれません。 

  

 （クリーンエネルギーを生活の中に取りこみたいか） 
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もうやっている やってみたい やろうと思わない やっても無駄 無回答

30-40 代（151） 



 

 

■一■一■一■一番関心のある代替エネルギーは番関心のある代替エネルギーは番関心のある代替エネルギーは番関心のある代替エネルギーは    「太陽光発電」「太陽光発電」「太陽光発電」「太陽光発電」    
 

 太陽光発電、バイオマス発電、風力発電、燃料電池、原子力発電といった代表的な代替エネルギ

ーについての関心を聞いてみたところ、最も関心の高いのが「太陽光発電」で、男女・年齢を問

わず支持されています。また、「バイオマス発電」は女性の関心の高さが目立つのに対して、「燃

料電池」は男性に強く支持されているが特徴的です。「風力発電」は年齢が高くなるにつれて関

心が高まる傾向がありました。 
（質問文）        
 石油に変わる新しいエネルギー資源として、原子力、太陽光、風力、バイオマス（注１）、燃料電池
（注２）などが注目されていますが、あなたが最も関心があるのは、どれですか？   
注１：バイオマス発電：植物の間伐材や木屑，廃材、生ごみ等の有機物を固体，液体，気体など

の有効な燃料に加工し，エネルギー源として発電に利用すること  
注２：燃料電池：水素と酸素が反応して水になる際に生じる電気を利用する技術を活用したもの 

一番関心のある代替エネルギーは？
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